
な
回
答
を
文
書
で
行
い
ま
し

２
．
２
０
１
１
現
業
賃
金

た
（
１
１
月
２
２
日
）。

交
渉
に
つ
い
て

「
１
．
２
０
１
１
確
定
交

２
０
１
１
年
１
１
月
１
６
日

渉
に
つ
い
て

及
び
１
８
日
の
２
回
の
交
渉

２
０
１
１
年
１
１
月
４
日
か

で
示
さ
れ
た
県
教
委
の
回
答

ら
１
８
日
の
４
回
の
交
渉
で

に
つ
い
て
は
、
非
現
業
職
員

示
さ
れ
た
県
教
委
の
回
答
、

と
同
様
に
、
３
年
連
続
の
月

及
び
２
１
日
に
示
さ
れ
た
追

例
給
の
引
き
下
げ
や
自
宅
の

加
回
答
に
つ
い
て
は
、
３
年

住
居
手
当
廃
止
な
ど
で
賃
下

連
続
の
月
例
給
の
引
き
下
げ

げ
と
な
る
こ
と
、
月
例
給
の

第
４
回
の
交
渉
を
１
８
日

や
自
宅
の
住
居
手
当
廃
止
な

引
き
下
げ
率
が
非
現
業
職
員

に
終
え
、
執
行
部
や
代
表
者

ど
の
賃
下
げ
に
大
き
な
不
満

を
上
回
る
号
給
が
あ
る
こ
と

の
論
議
を
踏
ま
え
、
高
教
組

が
残
る
が
、
週
休
日
の
生

に
大
き
な
不
満
が
残
る
が
、

は
平
井
執
行
委
員
長
の
名
で

徒
引
率
等
の
業
務
に
つ
い
て

経
過
措
置
適
用
者
に
つ
い
て

渡
辺
教
育
長
に
以
下
の
よ
う

の
振
替
が
大
き
く
拡
大
さ
れ

は
賃
下
げ
が
行
わ
れ
な
い
こ

ま
た
、
賃
金
以
外
の
労
働

で
あ
り
、
事
務･

現
業
職
員

る
こ
と
、
非
常
勤
職
員
の
夏

と
、
非
常
勤
職
員
の
夏
季
休

条
件
に
つ
い
て
は
、
事
務
職

の
要
求
の
実
現
に
向
け
て
、

季
休
暇
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と

暇
の
改
善
な
ど
を
評
価
し
、

員
の
要
求
と
合
わ
せ
て
、
後

県
教
委
の
誠
実
な
対
応
を
求

な
ど
の
改
善
面
を
評
価
し
、

受
け
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

日
要
求
書
を
提
出
す
る
予
定

め
る
も
の
で
あ
る
。」

受
け
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
給
保
障
の
扱
い

や
、
超
勤
縮
減
、
部
活
動
手

当
の
改
善
、
実
教
の
２
級
格

付
け
改
善
な
ど
、
今
年
度
の

確
定
交
渉
で
残
さ
れ
た
課
題

に
つ
い
て
、
今
後
と
も
、
県

教
委
の
誠
実
な
対
応
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

に
、
提
案
通
り
に
な
る
と
減

額
の
額
に
お
い
て
も
、
割
合

に
お
い
て
も
国
よ
り
厳
し
い

結
果
と
な
り
ま
す
。

交
渉
再
開
は
１
２
月
中
旬

以
降
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
仲
間
の
賃
金
切
り
下
げ

額
」
し
「
３
年
後
に
は
全
廃

と
い
う
事
態
を
黙
過
で
き
ま

す
る
」
と
い
う
も
の
。

せ
ん
。
力
を
合
わ
せ
て
と
り

下
表
か
ら
明
ら
か
の
よ
う

く
み
を
続
け
よ
う
。

「
給
与
が
振
込
制
に
な
っ

現
在
の
現
給
保
障
者
は
教

て
金
額
が
分
か
り
づ
ら
く
な

育
職
７
１
０
人
、
行
政
職
４

っ
て
い
る
が
、
現
給
保
障
の

１
６
人
い
ま
す
（
詳
し
く
は

対
象
者
な
の
か
ど
う
か
」
な

下
欄
の
表
）
。
県
教
委
の
提

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
給

案
は
「
来
年
４
月
か
ら
は
保

料
明
細
の
給
料
欄
が
１
円
の

障
額
を
半
額(

減
額
上
限
２

桁
ま
で
あ
る
人
は
、
現
給
保

万
円)

に
し
、
再
来
年
４
月

障
の
対
象
者
で
す
。

か
ら
は
現
在
よ
り
４
万
円
減

YOUKOSO KYOUKOSO KOUKYOUSO HP http://nagasaki-kokyoso.org

▼長崎県の現給保障額別教職員数 （※教育職・行政職とも管理職を含む ）

県立学校の教育職 行政職(義務制を含む) 国の場合

該当者(うち退職 退職者予定 該当者(うち退職 退職者予定 該当職員の割合

予定者) を除いた数 予定者) を除いた数

5000円未満 １１０(１４) ９６ ２３（０） ２３ ３４．２％

～ 10000円 １２３（０） １２３ ５２（１） ５１ ７．５％

～ 15000円 １２７(１０) １１７ ８３（０） ８３ ３０．３％

～ 20000円 １１２（３） １０９ ５１（０） ５１ １４．１％

～ 25000円 ６５（９） ５６ ７０（２） ６８ １１．６％

～ 30000円 １３５(２９) １０６ ２９（４） ２５ ２．３％

～ 35000円 ２９(１９) １０ １１（０） １１ ０．０８％

～ 40000円 ３（３） ０ １８（７） １１

～ 45000円 ２（０） ２ ２８（６） ２２

～ 50000円 ９（６） ３

～ 55000円 ２（０） ２ ２２（１） ２１

～ 60000円 １２（０） １２

～ 65000円 ２（０） ２ ７（０） ７

～ 70000円 １（１） １

合計人数 ７１０(８７) ６２３ ４１６(２７) ３８９

※現給保障廃止についての人事院勧告の内容…国の場合

来年 4 月から保障額を半減(減額上限 1万円)し、再来年 4月には全廃する。

→県教委の案は、保障額が 2万円超 5万円以下の人は国より減額が大きくなる。

○ 2万円超 5万円以下の割合

教育職(県立)１７４人 ２７．９％ 行政職(義務制含む) １４０人 ３６．０％

○ 5万円超の割合

教育職(県立) ４人 ０．６％ 行政職(義務制含む) ４１人 １０．５％

引
率
等
業
務
の
振
替

大
き
く
拡
大
を
評
価

確
定
交
渉
合
意

今
後
も
と
り
く
み
重
ね

課
題
の
前
進
を
図
る

１
１
月
３
０
日
、
「
長
崎
の
ゆ
た
か
な
高
校
教
育
を
め
ざ

す
会
」
（
事
務
局
・
高
教
組
）
と
「
長
崎
の
私
学
助
成
を
す

す
め
る
会
」
（
事
務
局
・
私
教
連
）
は
共
同
で
県
議
会
に
対

し
、
「
教
育
費
負
担
の
公
私
間
の
格
差
を
な
く
し
、
子
ど
も

た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
た
め
の
請
願
」
を
行

い
ま
し
た
。
紹
介
議
員
は
堀
江
ひ
と
み
議
員
（
共
産
）
で
、

１
万
７
千
６
８
０
筆
の
署
名
を
添
付
し
ま
し
た
。
１
２
月
県

議
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

署
名
１
万
７
千
６
８
０
筆

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
て
県
議
会
請
願

紹
介
は
堀
江
ひ
と
み
議
員

長崎高教組は 2011 年度の賃金確定交渉に職
場からの署名（70 分会 2378 筆）などを背景に
して、その要求の実現にとりくんできました。
国に追随する賃金引き下げなど厳しいなか、県
教委から「公式戦等の生徒引率を振替対象にす
る」とする回答などを評価して、合意に達しま
した。現給保障廃止の課題も切り離し、継続交
渉としました。本年度の評価と現給保障廃止問
題についての状況を改めて整理しました。既報
の「速報」と併せて参考にしてください。

▲１１月４日の第１回交渉にて、渡辺教育長（左）に重

点要求署名を手渡し、誠意ある回答を求める平井委員長

2378筆の声に誠意を示せ

【
現
給
保
障
と
は
】
現
給
保
障
は
現
在
の
給
与
を
保
障
す

る
の
略
。
国
都
道
府
県
は
、
０
６
年
４
月
、
全
給
料
表
の
級

・
号
給
の
構
成
を
引
き
下
げ
る
、「
給
与
構
造
改
革
」
を
実
施
。

そ
の
際
、
急
激
な
不
利
益
変
更
を
せ
ず
給
与
構
造
改
革
後
の

給
料
の
額
が
既
に
支
給
さ
れ
て
い
た
給
料
の
額
を
下
回
る
場

合
は
、
給
与
構
造
改
革
後
の
給
料
の
額
が
昇
任
昇
給
に
伴
い

既
に
支
給
さ
れ
て
い
た
給
料
の
額
を
上
回
る
よ
う
に
な
る
ま

で
の
間
は
、
既
に
支
給
さ
れ
て
い
た
給
料
の
額
を
支
給
す
る

と
し
た
も
の
。
交
渉
な
ど
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

３
年
で
月
６
万
円
以
上
減
額
の
教
員
も
！

現
給
保
障
廃
止
案
め
ぐ
っ
て
交
渉
再
開
へ

(昭和35年8月11日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞

高教組メールアドレス

info@nagasaki
-kokyoso.org

(１) 第１５０８号 ２０１１年１２月１日（火）
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並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

職
場

問

修
学
旅
行
の
振
替
、
疲
労
回
復
の
た
め
の
措
置
は
ど

｢

振
替
が
で
き
る
は
ず
で
す

の
関
心
が
強
い
定
年
や
年

う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

金
、
賃
金
な
ど
の
テ
ー
マ
で

す
か｣

と
質
問
を
す
る
か
、

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
的
学
習
の
時

答

修
学
旅
行
の
引
率
の
場

の
こ
と
）。

分
会
で
校
長
に
申
し
入
れ
を

間
も
き
ち
ん
と
確
保
し
、
本

合
、
旅
行
の
直
前
・
直
後
の

疲
労
回
復
の
た
め
の
措
置

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

西
彼
支
部
の
西
彼
杵
、
大

部
が
そ
の
任
を
こ
な
し
ま
し

週
に
合
計
７
時
間
、
勤
務
時

は
、
学
校
に
よ
っ
て
い
ろ
い

で
も
対
応
し
な
い
場
合
は
、

崎
、
西
彼
農
業
分
会
は
、
１

た
。

間
の
割
り
振
り
変
更(

代
休)

ろ
な
形
で
対
応
し
て
い
る
場

高
教
組
本
部
に
連
絡
し
て
く

１
月
２
５
日
、
「
組
合
の
役

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

が
で
き
ま
す
（
詳
し
く
は
１

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
分
会

だ
さ
い
。
県
教
委
に
指
導
さ

割
を
確
認
し
、
支
部
・
分
会

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

０
月
に
発
行
し
た｢

権
利
手

で
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ

せ
ま
す
。

員
の
絆
を
強
く
し
た
い
」（
支

し
た
川
上
さ
ん
（
大
崎
）
は

帳
第
５
版｣

の
１
７
頁
参
照

い
。

※
今
年
度
の
確
定
交
渉
の
結

部
長
）
と
い
う
こ
と
で
、「
大

「
そ
の
実
情
を
写
真
に
お
さ

果
、
来
年
度
か
ら
は
、
引
率

食
事
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
め
、
文
化
祭
に
展
示
し
た
」

問

新
人
戦
等
の
振
替
に
つ
い
て
管
理
職
が
一
言
も
言
及

業
務
な
ど
に
か
か
わ
る
全
て

未
組
合
員
の
参
加
を
追
求

手
作
り
の
資
料
を
も
と
に
報

し
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

の
時
間
を
振
り
替
え
る
こ
と

し
ま
し
た
が
、
日
程
の
都
合

告
を
し
ま
し
た
。

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

が
つ
か
ず
組
合
員
ば
か
り
の

参
加
者
全
員
に
は
、
支
部

答

新
人
戦
等
の
振
替
に
つ

職
員
会
議
や
朝
会
な
ど
で

す
。

１
０
人
の
参
加
で
「
顔
を
合

が
買
い
上
げ
た
地
元
農
高
生

い
て
は
、
１
日
に
つ
き
半
日

わ
せ
た
温
か
い
交
流
」
会
と

と
職
員
が
育
て
作
っ
た
シ
ク

勤
務
時
間
、
最
大
２
日
で
８

問

事
務
職
員
で
す
が
、「
本
校
３
年
だ
か
ら
異
動
対
象
者
」

な
り
ま
し
た
。
車
通
勤
者
が

ラ
メ
ン
や
卵
、
マ
ー
マ
レ
ー

時
間
を
、
前
４
週
・
後
８
週

｢

事
務
職
員
は
５
７
歳
以
上
で
も
異
動
が
あ
る｣

と
言
わ
れ

多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
ア

ド
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
い

の
間
で
振
り
替
え
る
こ
と
が

ま
し
た
。
事
務
職
員
の
異
動
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

ル
コ
ー
ル
は
な
く
、そ
の
分
、
っ
そ
う
温
か
い
雰
囲
気
が
演

で
き
る
と
い
う
県
教
委
通
知

で
す
か
？

豪
華
な
刺
身
付
き
の
食
事
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
「
土
産
の

が
あ
り
ま
す
（
詳
し
く
は
１

品
々
は
我
が
子
を
手
放
す
よ

０
月
に
発
行
し
た｢

権
利
手

答

毎
年
出
さ
れ
て
い
る

規
定
で
す
か
ら
、
事
務
職
員

う
な
も
の
で
し
ょ
う
？
」
と

帳
第
５
版｣

の
１
６
頁
）。

｢

人
事
異
動
実
施
要
領｣

で

の
場
合
は
異
動
の
可
能
性
は

ぎ
が
困
難
。

言
う
と
「
我
が
子
は
手
放
し

は
、
事
務
職
員
・
用
務
員
・

あ
り
ま
す
。

（
諫
早
支
部
・
４
０
代
・
男
）

た
い
！
」
と
ジ
ョ
ー
ク
も
飛

介
助
員
等
に
つ
い
て
は
「
行

県
教
委
は｢

本
人
の
意
向

び
出
し
ま
し
た
。

政
の
必
要
に
よ
っ
て
行
う｣

に
配
慮
す
る｣

と
し
て
い
ま

▼
異
動
に
つ
い
て
は
、
特
殊

「
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
シ
ク

と
さ
れ
て
お
り
、
明
確
な

す
か
ら
、
人
事
異
動
に
か

事
情
で
申
請
を
２
年
間
出
し

ラ
メ
ン
も
組
合
も
枯
ら
す
わ

異
動
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
わ
る
諸
事
情
や
希
望
に
つ

続
け
た
が
、
納
得
の
い
く
説

け
に
は
い
か
な
い
」
と
の
思

異
動
対
象
者
を
５
７
歳
未
満

い
て
、
校
長
に
し
っ
か
り
話

▼
①
管
理
職
試
験
に
合
格

を
考
え
る
。
ま
た
、
度
量

明
も
な
い
ま
ま
。
申
請
す

い
を
強
く
し
た
「
大
食
事
会
」

と
す
る
規
定
は
、
教
諭
・
養

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

し
た
教
諭
の
中
に
も
、
職
場

あ
る
人
材
を
登
用
し
て
ほ
し

る
意
味
が
な
い
。

と
な
り
ま
し
た
。

護
教
諭
・
栄
養
教
諭
の
項
の

す
。

で
は
不
適
格
と
思
わ
れ
る
よ

い
。
や
や
小
粒
の
感
が
ぬ
ぐ

診
断
書
等
高
額
で
あ
る
の

な
お
、
シ
ク
ラ
メ
ン
は
県

う
な
人
も
い
る
。
登
用
の
際

え
な
い
。

(

佐
世
保
支
部
・

に
、
提
出
書
類
だ
け
提
出
さ

教
研
（
２
６
、
２
７
日
）
の

員
長
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し

は
組
合
の
意
見
も
聴
い
て
い

４
０
代
・
男
）

せ
て
、
納
得
い
か
な
い
。

会
場
に
も
飾
ら
れ
、
平
井
委

た
。

た
だ
き
た
い
。

（
壱
岐
支
部
・
５
０
代
・
男
）

②
管
理
職
員
を
き
ち
ん
と
指

▼
人
事
の
内
示
を
せ
め
て
一

違
反
が
発
覚
し
た
の
か
と
思

導
す
る
よ
う
県
教
委
教
職
員

月
に
す
る
か
、
必
ず
県
の
責

▼
通
信
制
に
常
駐
の
養
護
教

い
、
少
な
か
ら
ず
関
心
を
寄

課
を
追
及
し
て
ほ
し
い
。
一

任
に
お
い
て
住
居
を
確
保
せ

諭
を
！

様
々
な
疾
患
（
身

せ
た
。

般
的
に
あ
ま
り
に
も
お
粗
末

よ
。
民
間
の
場
合
、
一
月
前

体
、
精
神
）
を
抱
え
た
生
徒

と
こ
ろ
が
結
果
は
ご
覧
の

す
ぎ
る
。

（
長
崎
支
部
・
５

に
退
去
を
申
し
出
て
お
か
な

や
発
達
障
害
の
生
徒
へ
の
具

「
義
憤
」
を
期
待

だ
が

通
り
で
、
新
聞
社
社
主
が
コ

０
代
・
男
）

い
と
家
賃
が
発
生
す
る
の
が

体
的
対
応
と
し
て
、
専
門
医

そ
れ
は
１
１
月
の
上
旬
の

ー
チ
人
事
に
介
入
し
た
と
い

普
通
で
あ
る
。

や
専
門
的
知
識
の
あ
る
コ
ー

こ
と
だ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

う
、
内
紛
で
あ
る
。
夫
婦
ゲ

▼
管
理
職
採
用
基
準
の
再

ま
た
、
た
だ
で
さ
え
忙
し

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
べ

ッ
ト
上
に
「
巨
人
軍

コ
ン

ン
カ
と
同
じ
類
。

考
。県
や
国
の
視
点
に
立
ち
、
い
年
度
末
の
時
期
に
バ
タ
バ

し
。（
長
崎
支
部
・
５
０
代
・
男
）

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
関
係
で
緊
急

と
こ
ろ
で
、
教
職
員
人
事

広
い
視
野
で
県
の
学
校
経
営

タ
と
転
勤
す
る
た
め
引
継

記
者
会
見

文
科
省
で
」
と
の

に
つ
い
て
は
、「
許
せ
な
い
」

予
告
記
事
を
見
つ
け
た
の
は
。

と
「
義
憤
」
を
感
じ
て
た
た

＊
こ
の
項
、
次
号
に
続
く

野
球
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
、

か
う
県
幹
部
が
出
て
く
る
こ

ド
ラ
フ
ト
関
係
で
ま
た
重
大
な

と
を
期
待
し
た
い
が
。

ようこそ 今日こそ 高教組 HP http://nagasaki-kokyoso.org

組
合
の
役
割
確
認
と
支
部
・
分
会
員
の
絆
強
化

愛
情
た
っ
ぷ
り
の
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
土
産
も

西彼支部
大食事会

管
理
職
登
用
時
は
組
合
の
意
見
を
聴
く
べ
き
だ

長
崎
高
教
組

第
２
１
３
回
定
期
中
央
委
員
会
の
開
催

【
議
案
】
来
年
６
月
開
催
の
定
期
大
会
ま
で
の
と
り
く

み
や
暫
定
予
算
、
本
部
役
員
選
挙
な
ど
の
つ
い
て
論
議

し
、
決
め
ま
す
。
職
場
の
状
況
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
１
月
２
８
日
（
土
）

１
０
時
３
０
分
～
１
６
時

○

諫
早
市
・
高
城
会
館
（
諫
早
高
校
隣
り
）

＊
セ
ン
タ
ー
試
験
後
の
指
導
や
高

校
推
薦
入
試
前
で
忙
し
い
時
期
で

す
が
、
分
会
中
央
委
員
（
代
理
可
）

が
出
席
で
き
る
よ
う
な
協
力
態
勢

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
「
人
事
」
に
関
す
る
意
見

（
１
）

高
教
組
「
確
定
交
渉
に
向
け
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

自
由
記
述
欄
か
ら
。

シ
リ
ー
ズ
３

▼
川
上
さ
ん
の
報
告
の
様
子

Ａ
＆Ｑ

▼
シ
ク
ラ
メ
ン
も
い
た
だ
だ
く

な
ど
温
か
い
交
流
が
続
く

思
い
・
想
い
・
重
い

フ
ァ
イ
ル

(昭和35年8月11日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞(２) 第１５０８号 ２０１１年１２月１日（木）


